
坂戸

フードパントリー

おひさま

令和3年度坂戸市提案型協働事業

フードパントリーで食卓を元気に！



●組織・団体の概要

●フードパントリー＿団体概要

●事業目的

●フードパントリー開催の背景

2021年2月に筑波大学付属坂戸高校の学生による社会課題の
解決の取り組みとして、学校にてフードパントリーを開催。

学生が発起した活動を地域で持続可能な活動として実施して
いくために、市民団体や企業が連携をし、活動団体を設立。

活動メンバーは市民と学生が中心となって活動している。

「子どもにさみしい想いをさせたくない」

ひとり親家庭や生活困窮者など、生活に困っている人を対象
に食品等を無料で配付する活動を通じて、必要な支援を行う。
また、フードパントリーを通じて地域で困っている子どもた
ちの発掘、必要な支援体制づくり、行政との連携を行い、安
心して暮らせる地域づくりを進め、相互扶助の社会づくりを
目的とする。

“命をつなぐ”大切な支援を継続して実施していきたい。

日本全国でも子どもたちの7人に1人が「貧困」。ひとり親家
庭では、2人に1人に及びます。「厚生労働省：平成28年国民
生活基礎調査より」

食材配付の支援を通して、地域で発掘されていない問題や課
題を見つけ、行政と連携を取り、ひとりでも多くの子どもた
ち、家庭の支援につなげていきたいと思い、団体設立に至っ
た。（現在、市内で活動する団体は当団体のみ）



1. ひとり親や生活に困っている方へ届ける

2. 食料品等の無料配付で食卓が豊かになる

3. 食品ロス削減に寄与すると同時に、地域で課題を抱えた家庭とつながるきっかけに

➢ 生活に課題や困っていることによって、
食事がきちんと摂れない

➢ 栄養の問題、健康の問題など様々な問題
につながる

➢ 世帯収入が低く、食事以外にも困ってい
ることが多くある

➢ 食材の確保ができることで栄養がある食
事が摂れる

➢ 食材の寄付を通して、食事代以外のもの
にお金が充てられる

➢ 食事以外にも、配付できる寄付品がある
ことによって課題解決につながる

➢ 食材が確保できないため、栄養価の低い
ものや偏った食事になってしまう

➢ 子どもの学校で使うものなどの準備がで
きない

➢ 日常生活用品が用意できず、生活に困っ
ている

➢ バランスが確保された食事が摂れるよう
になる

➢ 高価なものが買えない状態の解消ができ
る

➢ 日常生活での必需品の確保ができること
で、生活が安定する

➢ 食品の廃棄問題等が起きている
➢ フードパントリーの活動がないため、生

活困窮者や家庭で課題を抱える子どもと
の出会い、きっかけがない

➢ 食品ロスの解消をすることにより、提供
元にとってのメリットもある

➢ 課題を抱える家庭やこどもの相談、支援
等ができる体制づくりのきっかけになる

●フードパントリーとは

生活困窮者やひとり親家庭など、何らかの理由で十分な食事を取ることができない状況の人々に
食品を無料で提供する支援活動のこと



●利用者とは

●フードパントリー＿活動概要（事業内容）

●活動

●配付品の募集方法

・生活に困っている方

・条件に該当する方

（児童扶養手当受給者証所有者・障碍者手帳保有者・学習支援を
受けている方）

・現在、坂戸市内で2か所の会場を利用して各月開催

奇数月：埼玉トヨペット坂戸サービスセンター

偶数月：筑波大学付属坂戸高等学校

・坂戸市の協力を受け、ひとり親家庭や学習支援を受けている家
庭に案内をして頂いている（対象者の発掘）

・セカンド・ハーベスト・ジャパン（以下、「2HJ」と記載）か
らの支援物資、埼玉トヨペットの企業内フードドライブや学校内
で実施するフードドライブにより集まった寄付品を配付

・臨時で埼玉県フードパントリーネットワークからお知らせが
あった寄付品を配付



●フードパントリー＿活動概要

【現在の活動】

●チラシ作成・配布

●フードドライブ
（各関係者の企業内や学校内）

●毎月1回の定期開催

●臨時開催



●フードパントリー＿活動概要（成果）

坂戸市役所内にて「フードドライブ」開催！（協働関係課との連携）



●フードパントリー＿活動概要（成果）

坂戸市役所内にて「フードドライブ」開催！（協働関係課との連携）

※協働関係課のご協力のもと、市役所内の各課の職員さんへお声掛け
いただくことができ、庁内の職員さんへの啓発活動にご協力いただきました。

11月、12月開催し、延べ14名の方から寄付をして頂きました。



フードドライブ開催時に、市民の方へ活動の周知・啓発活動を行いました。



埼玉フードパントリーネットワークとの連携により県全体からの寄付も募ることができる

●フードパントリー＿活動概要（成果）

●埼玉フードパントリーネットワークとは

【ネットワークとの連携事例】
・2HJ（セカンド・ハーベスト・ジャパン）との業務提携

・埼玉県からの配付品受取

・埼玉県社会福祉協議会からの配付品受取（JA埼玉中央から寄贈）

・企業からの配付品受取（ランドセル配付等）

HPサイトは
こちらQRコードより

提供元：県社協

埼玉県内で、ひとり親世帯など子育て中で食品支援が必要

な家庭を対象に食品を無料で配付するフードパントリー活

動を行っている団体のネットワークです。対象世帯と顔の

見える関係でつながることを目的としている。

ランドセルの寄付提供元：JA埼玉中央



●フードパントリー＿メディア紹介

東京新聞web2021.2.12紹介

初のフードパントリー開催前
に取材していただきました。



●フードパントリー＿メディア紹介

東京新聞2021.2.15紹介



●フードパントリー＿メディア紹介

東京新聞web2021.5.2紹介

4月に団体設立。
団体として初の開催。



●フードパントリー＿メディア紹介

日刊自動車新聞2021.8.24紹介

開催会場としてお世話になって
いる埼玉トヨペットHDが日刊
自動車新聞にて紹介された記事



https://www.youtube.com/watch?v=cfAOYBztcJs

●フードパントリー＿メディア紹介

スーパーJチャンネル

当団体設立に至った発起人の学生の紹介VTR

QRコードより
動画視聴できます



●フードパントリー＿メディア紹介

スーパーJチャンネルにて放送（動画）



●フードパントリー＿活動実績（成果）

利用世帯数
新規加入
世帯数

7月（学校） 13世帯 2世帯

8月（企業） 18世帯 4世帯

9月（企業） 20世帯 3世帯

10月（企業） 20世帯 0世帯

11月（学校） 59世帯 54世帯

12月（企業） 54世帯 4世帯

【開催日】
●奇数月…第2日曜日
（学校での開催）

●偶数月…第4日曜日
（企業での開催）

【開催時間】
15:00～17:00（夏時間）／14:00～16:00（冬時間）

※ご利用世帯数が増えた際には時間の延長、開催場

所を増やすなどを検討

【開催時の様子】

利用世帯状況
（2021.12月現在）

※4月以降については、新型コロナウイルス感
染症の影響により、「緊急事態宣言」等によっ
て学校での開催が不可となった場合、企業様に
ご協力をいただき開催しました。

提案型協働事業実施期間（7月～）
延べ184世帯へ配付



●フードパントリー＿活動における課題

開催における３つの課題 配付食品の確保

安定した食材ルート

団体活動の財源確保

・活動メンバー内や会場提供先独自によるフードドラ
イブ活動になっているため、配付量にばらつきがある
・確保できる配付品にばらつきがあるため、配付する
ご家庭ごとに配付する内容が異なってしまう

・固定して安定した配付品の確保ができていない
・フードパントリーネットワークからの情報提供され
る物についても遠方まで取りに行く必要があり、内容
量と手間や経費（交通費等）のバランスが崩れている
・近隣（坂戸市周辺）内での取引先企業等がない

・坂戸市内のひとり親家庭の世帯数への配付を考えた
際、団体としての安定した活動財源が不足している
※専属コーディネートスタッフの人件費
※食材確保にあたっての回収作業や取引先関係者との
連絡・連携体制

活動団体の認知度が低い



●フードパントリー＿今後の改善・取り組み

今後の活動の改善に向けて

活動団体を認知してもらう

安定した食材ルートの確保 団体活動の財源確保

・フードパントリーの活動を知っていただくために、
啓発活動・SNS等を活用して発信をして行く。
・またイベント等への出店をし、活動団体の認知をし
てもらう。
・広報等を通じて、活動団体を知っていただく機会を
積極的に設ける。
・ポスター等の作成をし、さまざまな企業、団体へ配
布をする。

・活動団体を知ってもらい、協力していただける企業、
お店、団体等とのパイプを作っていく。
・定期的にフードドライブを実施していただける団体
やフードドライブの実施に向けてのノウハウ等をレク
チャーするなどし、応援したい方のサポート体制を作
る。

・坂戸市内のひとり親家庭の世帯数への配付を考えた
際、団体としての安定した活動財源が必要となってく
るため、スポンサー企業の発掘、助成金等の活用を積
極的に行っていく。
※専属コーディネートスタッフの人件費
※食材確保にあたっての回収作業や取引先関係者との
連絡・連携体制

活動団体の認知度を高め、協力・協賛してくださる方とのネットワーク構築

配付食品の確保のための活動

・今年度の活動実績をもとに、企業さんをはじめ地域
内のさまざまな団体、学校等への訪問をし、フードド
ライブの協力依頼を進める。



坂戸市提案型協働事業収支決算書

団体名 坂戸フードパントリー おひさま

2021年12月末時点
（収 入）

区分 予算額（円） 説明

補助金 100,000坂戸市提案型協働事業補助金

会員会費 5,400正会員：大人1,200円×4名／学生600円×1名

合 計 105,400

（支 出）

区分 金額（円） 説明

役員費用弁償 5,000役員費用弁償（5名×1,000円）

報酬費 18,000
ボランティア謝礼（日当・交通費）
＠1,000円×18人（6か月）

需用費 34,761

・チラシ製作費（11,000円）※片面製作費
・ポスター印刷費（4,550円）
・チラシ等印刷費（4,735円）※片面印刷代
・のぼり旗製作費（8,866円）

※フードドライブ、パントリーのぼり旗代
・のぼり旗専用台、ポール購入（5,610円）

旅費 5,000

埼玉フードパントリーネットワーク経由寄付受け取
り交通費
中間拠点・他受け取り場所／（1,000円／1回×5回）

備品購入費 10,400IKEA袋100枚分（配付品小分け用袋）

消耗品費 0

合 計 68,161

2021年12月現在
収支決算書



坂戸フードパントリーおひさま

●フードパントリー＿団体紹介

ホームページ

団体名：坂戸フードパントリーおひさま
住所：〒350-0233 埼玉県坂戸市南町7-1（一般社団法人シンビオージ）

Mail:sakado.fp.ohisama@gmail.com
代表兼事務局：山口（070-1507-2520）

https://www.facebook.com/sakadofoodpantry.ohisama/

開設準備中


